
Jiyang Zhang and Yu Liu and Pengyu Nie and Junyi Jessy Li 
and Milos Gligoric

exLong: Generating Exceptional 
Behavior Tests

with Large Language Models

ICSE 2025



概要

| タイトル
• exLong: 大規模言語モデルによる例外的な振る舞いをテストする
テストケースの生成

| 背景
• JavaやPythonなどのメジャーなプログラミング言語には例外処
理が用意されている．

• 開発者は例外処理が正しく行われているかどうか確かめるため
の例外行動テスト（EBTs）を行う．
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概要

| 例外処理

3



概要

| 例外行動テスト（EBT）
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概要

| 現状と課題
• 開発者はテストを作成する際に，主にハッピーパス（例外処理
を含まない動作）のテストに時間をかける．

• 実際のテストにもEBTsは含まれているが割合はかなり少ない．

• 既存のテスト生成システムにおいても，実在するテストに含ま
れるEBTsの割合が少ない影響でEBTsを生成するのには不向き．

| 目的
• 例外行動テストという新しいタスクを定義したうえで，それに
適したデータセットを作成し，EBTsを自動生成するシステムを
開発する．
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アプローチ
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ユースケース

| 開発者指向ユースケース
• 開発者はテスト対象メソッド，ターゲットthrow文，テスト出力
先を指定する．

• exLongは，対象throw文をトリガーするEBTを生成して出力する．

• 対象メソッドにターゲットthrow文が存在しない場合．メソッド
呼び出し可能なメソッドを静的解析し，登場するthrow文のリス
トを出力する．
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ユースケース

| マシン指向ユースケース
• 開発者はリポジトリ全体をシステムに提供する．

• exLongは，すべてのメソッドとそのメソッド内のthrow文を見つ
ける．

• さらにテスト出力先も決定したうえで，メソッド，throw文，出
力先の組を作成する．

• それらのすべての組に対してそれぞれ一つのEBTを生成する．
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exLong

| 学習フェーズ
• FTを行うために，以下の情報を正解データから抽出する．

1. スタックトレース
• どうやって例外処理にたどり着くかの記録（足跡）

2. ガード式
• 足跡をたどるときに真でなければならなかった条件式

3. 通常のテスト
• テストコードの書き方やスタイルなどの見本
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exLong

| 推論フェーズ

1. 通常のテストの足跡を地図として利用する
- 通常のテストをすべて実行し，そのスタックトレースを記録することで地

図を作成する

2. 目的地を決める
3. 目的地へのルートを探す

- 「地図」の中から，目的のthrow文へたどり着くルートを見つける

4. ヒントを組み立てる
- ルートからガード式を導くことで学習データと同じ情報がそろう

5. テストを生成する
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評価

| データセット
• CodeSearchNetから収集．

• 562プロジェクトから111,230件のテストを収集．
（うちEBTsは12,574件)

• 821タイプの例外を網羅．
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評価
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評価

| 評価指標（開発者指向）
1. 類似性ベース（見た目のそっくり度）

• BLUEスコアやレーベンシュタイン距離などを使用して評価

2. 機能的正確性（本当の正しさ）
• Compilable%（コンパイル可能率）

- エラーなくコンパイルできるか．

• Runnable%（実行可能率）

- コンパイル後に、問題なく実行できるか．

• ThrowCov%（スロー文カバレッジ率）

- 最も厳しい指標で，実行した結果狙い通りの例外をちゃんと発生させられ
たかを測る．
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評価

| 評価指標（マシン指向）
• ThrowCov%（スロー文カバレッジ率）

- リポジトリで指定されたすべてのスロー文のうちどれだけ成功したか．
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評価

| RQ1 開発者が特定のテストを作りたい場合，EXLONG
は他のAIモデル（GPT-3.5, CAT-LM）と比べてどれくら
い優秀か？
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評価

| RQ5 プロジェクト全体の例外を自動でテストする場
合，EXLONGは従来のテスト生成ツール（Randoop, 
EvoSuite）と比べてどれくらい優秀か？
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まとめと所感

| 例外処理が適切に行われているかを確かめるテスト
コードを生成する．

| 他の手法と比べると高い精度を発揮したものの，例外
処理テストに焦点を当てたシステムがほかにないため，
今後より良いものが開発される可能性は十分ある．

| 外部ライブラリが関わると失敗するという点は自分の
研究と同じである．
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